山梨県コンクール　二部　優秀賞
田んぼとお米　
　中央市立豊富小学校四年　
　田中　里空　
私は、生まれたときから祖父母が作っている「ひのひかり」というお米を食べています。名前のとおり日の光をあびているからか、あまくてもちもちして味があるので、お米だけで食べてもとてもおいしいです。たぶんうちのお米は世界一おいしいお米だと思います。
私は小さい時からお田植えの時期になると、少し田植えのお手伝いをしています。田植えの機械が入れないすみっこにイネを植える仕事です。暑い中、外で作業をするのでたいへんです。足元がドロだらけで、気づかないうちにどんどんしずんでしまうし、アメンボやオタマジャクシ、かえるなどの虫がたくさんいるので苦手でたいへんだけど、おいしいお米になると思うとていねいに一つずつ植えようと思います。
少し前にうちの一番大きな田んぼが工場になってしまいました。祖父母は工場が建ってしまったので、今は別の土地を借りてお米を育てています。昔は、近所の農家さんと楽しくおしゃべりをしながら、協力して田植えをしてたと母から聞きました。でも、その楽しみも工場が建ってしまったので、皆で田植えをする事ができなくなったことを考えるととてもさみしくなります。
私が生まれた東京にたまに帰ると、マンションやビルが建ったり道路ができたことで、どんどん田んぼが少なくなっているように思います。田んぼやお米は、日本にとってとても大切です。なぜなら、お米を毎日たべて健康な体をつくっていると思うからです。それに田んぼがなくなることで、田んぼで生きる鳥やこん虫などの多くの生物のすみかをなくすことになるからです。
家のちかくの土手から見える田んぼは、夏の太陽の光で水がキラキラして、緑の「イネ」がきれいにみえるし、秋は「イナホ」が黄金になるのもすてきです。虫を見たりさわったりするのは苦手だけど、りんりんりん、ゲロゲロゲロというにぎやかな合唱はわくわくします。私の町の田んぼが、もししょうらいへってしまって、すてきな風景がなくなってしまったらとても悲しいです。
私がしょうらい大人になったら、大変な作業だと思うけれど田植えをつづけていきたいです。ＳＮＳなどをつかって、世の中に田んぼやお米の大切さを伝えていきたいです。そして、鳥やこん虫が集まる、緑ゆたかな風景をのこしたいです。
学校の給食の時間があまりないので時間切れで食べのこしちゃったり、毎日ふつうに何も考えずに食べちゃっていたご飯だけど、これからは、がんばって田植えやお米を作ってくれている祖父母や農家さん達のどりょくに感謝してお米を食べたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

